






3)理性の時代――啓
蒙主義

4)リバイバリトーー信
仰復興あるいは大覚

醒運動

ん 。

宗教改革の嵐が収まったあとの17世紀半ばか

ら18世紀末までは時代の精神が大きく変わりま

した。天文学のケプラーやガリレオ、古典的物

理学の礎を築いたニュートンたちはこの世界に

内在する法則を見出し、哲学者のデカルトは人

間の本質を知性に求めました。ロックやルソー

その他の思想家たちは政治社会にも合理性を追

求しました。18世紀後半にフランス革命やアメ

リカの独立戦争が起こります。これらはみな自

然と歴史への人間の責任を自覚させていった結

果だとも評価できるわけです。

しかし、そういう中でキリス ト教は旧′体制 と

結びつき新しい社会を生み出すことに関心が弱

かったり、神学が正統主義の煩瑣な議論に陥っ

たり、神は創造のあとは世界をその自律的な動

きに任せてしまうという考え方 (理神論)が強
くなったりという状態で、人々の生活によい影

響を及ぼすことは少なかったのです。

そして霊的なエネルギーが大きな爆発をみせ

たのは、18世紀から19世紀の欧米においてでし

た。まず300年前に生まれたジョン・ ウェスレ

ーと弟のチャールズを挙げなければなりませ

ん。1738年の劇的な回心とそれによる新生と救

いの確かさを得た経験により、ジョンは福音

を、当時既存の教会から見放されていたような

英国の貧しい大衆にまた新大陸の移住者たちに

分かち合わなければと、実に熱心に伝道して回

りました。野外で魂を揺さぶる説教をし、讃美

歌を作 り、社会の病巣と戦いました。メソヂス

ト教会はここから生まれました。
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他の諸教派もこの影響を受け、また同時に産

業革命によっていっそう大きくなっていった社

会問題と熱心に関わるようになり、労働者の生

活向上のために寄与しました (マルクスの『共

産党宣言』1848年 )。 ブースがロンドンに設立

した救世軍 (1878年)の下層社会への救済事
業、 ドイツでは内国伝道 (労働者たちの福祉 )

を進めたヴィヘルン、ディアコニアの働きを起

こしたレーエなどが思い出されます。

アメリカでは、まだ植民地だった18世紀前半

の第一次、独立後の1790年代の第二次、さらに

19世紀半ばの南北戦争のあとの第二次リバイバ

ルが席巻します。信仰の自由を求めて新大陸に

渡った人々も多 くいたはずでしたし (1620年 ピ

ルグリム・ファーザーズ)、 宗教色の強い新 し

い国を造っていったのですが、統計の示すとこ

ろでは1800年に教会とつながっていた人は人口

の 7%だったといいます。東海岸から次第に中
西部へと開拓していく人々の渇いた魂に向かっ

て、まずは旧大陸から来た J.エ ドワーズなどの

説教者たちが鋭 く悔い改めを説きました。第二

次では開拓地でも野外伝道集会が開かれ、数知

れない多 くの人々が霊的な高揚を味わいまし

た。さらに、国を三分して戦った南北戦争、そ

の最中のリンカーンによる奴隷解放令 (1865

年)のあと、ビーチャーやムーディーら大衆伝
道説教者が回心と新生を訴えました。日本のプ

ロテスタント教会の礼拝の形の原形もフロンテ

ィアでの伝道的な集会に求められるでしょう。

ヨーロッパでもそうでしたが、アメリカでも

18世紀後半から19世紀にかけて爆発的に展開す

るようになる海外伝道
―
主としてアジア・ア

フリカ
ー
は、この熱いリバイバル運動による
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5)20世紀―一新しい

教会のあり方ヘ

信仰の高まりのおかげだといつても過言ではあ

りません。とくに女性たちの祈りと貢献は大き

なものでした。

19世紀後半のヨーロッパは自然科学の発展に

よるキリス ト教への挑戦もありましたが、他方

産業、文化、軍事、政治などあらゆる分野で先

進国となり、また、社会の進歩の延長上に神の

国が来るといった楽観的な歴史観が覆うように

なっていました。

しかし、20世紀前半に「キリスト教世界」の

真っ只中で未曾有の深刻・大規模な悲劇をもた

らした世界大戦を三度までも経験することにな

りました。どちらの大戦でもドイツの教会はむ

しろ戦争を支持してしまいました。その反省か

らバル トらは人間中心ではなく「神の言葉」中

心の神学を標榜し、またヒトラー政権下には、

ボンヘッファーはじめ心あるキリスト者たちが

「告白教会」を作 り、戦争に反対して「ドイツ

教会闘争」を繰 り広げました。彼ら命を賭して

戦った人々の信仰的生き方と、その神学的立場

を鮮明にした「バルメン宣言」 (1934)と は、

根本的な反省を迫られた戦後の教会に大きな指

針を与えました。「他者のための教会」という

あり方の提唱もその一つです。

20世紀のキリスト教はまたそれ以前とはいく

つもの大きな違いで特徴づけられます。信仰 と

職制 (教理や教会の秩序)、 生活と実践 (教会

の社会的な働 き)、 世界宣教、さらに日曜学校

(キ リスト教教育)等の諸分野での教派を超え

た話し合いと協力の積み重ねは、第二次大戦後

の1948年の世界教会協議会 (WCC)の 創設に
至 り、現代世界での福音宣教 と奉仕における
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19世 紀 末 の YMCA,
YWCA,ギ デォン協会の
設立、また世界学生キリ

ス ト者連盟の組織に信徒

の貢献が圧倒的に大 き

い。そこからエキュメニ

カル運動の指導者たちも

輩出していきました。

「教会一致 (エキュメニズム)運動」を担って
います。第ニヴァチカン公会議 (1962-65年 )

によって自己刷新を志し広く開かれた教会に転

換してきたローマ・カトリック教会と、聖書の

共同訳 (日本では『新共同訳』1987年)を はじ
めとして、さまざまな面での協働と奉仕をして

きています。「和解」は教会が世界に発信する

メッセージですが、なによりもまず教会自身が

聴 くべき使信です。

「信徒の再発見」とさえ呼ばれるほどにこの

世紀は、それまでの教職中心の教会のあり方か

ら、信徒が教会のあらゆる分野でまた社会の只

中でキリスト者として責任を持って活躍するよ

うになってきた時期でもありました。それは、

教会の働きが伝道 (ケ リュグマ)、 奉仕 (デ ィ

アコニア)、 交わり (コ イノニア)と いう具合
に包括的にとらえられるようになり、 しかもそ
の福音宣教の真の主体は神ご自身である (神の

宣教ミッシオ・デイ)と いう理解が広まったか
らでもあります。その働きの中には、伝統的な

罪の赦しの宣言を中核とする伝道と、奉仕の理

解の広まりでもありますが「正義・平和・被造

世界の保全」のためにする貢献があります。

キリスト教というものの中にも、教会のあり

方、信仰と神学、霊性、礼拝、社会との関わり

をはじめ伝統 と実践の実に多 くの面で「多様

性」があることの理解が広まり、相互承認の必

要性が認められるようになってきました。対話

と協力です。

その中で世界のルター派の140余 りの教会で

構 成 して い るのが、ル ー テル世 界 連 盟

(LWF)ですし、そこを通して諸教会が協力し
また一致して世界に向けて奉仕し、ローマ 0カ
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ルター派諸教会の交わ

り。 7年に一度大会を開

き、その間の運営の責任

は理事会が負い、ジュネ

ーブに事務局がある。神

学と研究部門、宣教と開

発部門、世界奉仕部門を

もち、ルター派内部の協

力では宣教 の協力を進

め、世界でもっとも有力

なNGOの 一つ として紛
争の和解、人道支援、人

権擁護や開発 と奉仕に努

め、また精力的にエキュ

メニカル運動を推進して

いる。

トリック教会をはじめ、多くの異なる伝統とも

対話してきました。その最たるものが宗教改革

以来の争点をめぐって大事な合意に至ったロー

マ・カ トリックとの「義認の教理に関する共同

宣言」 (1999年)です。
世界全体が次第にまた急速 に「多元的な社

会」になってきました。宇宙船「地球号」とか

グローバル・ ビレッジ (地球村)と いうよう

に、いまや世界はしっかりと結び付けられ、運

命共同体になりました。そこには多くの民族、

文化、宗教、政治体制、価値観 と生活形態があ

ります。それらを結ぶ情報も経済もネットワー

ク化され、人もモノも国境を越えて自由に行き

来しています。また一つの国の中にもそれらが

混在するようになってきました。

そのような中で、宗教としてのキリスト教は

他宗教を尊敬し対話し、また世界のために協力

する相手 として認めることを始めました。もち

ろんそのことは聖書を通して示された神の愛と

救いの真理を証しすることを止めることではあ

りません。いっそう誠実にやらなければなりま

せん。医療を含めて科学技術は恐ろしいほどに

高度の発展を遂げてきましたし、今後もどこま

でも進もうとするでしょう。キリス ト教会は人

間の福祉 と真の幸福を見据えながら、それらと

も対話し、批判と協力をしていかなければなら

ないでしょう。なによりも63億人の人々が、真

に平和に、心豊かに、人間の尊厳をもって生き

ていくことができるように、み言葉 と行いを通

して、奉仕する務めが教会に課せ られていま

す。

西暦2000年の節目を越え、いよいよわたした

ちはキリスト降誕以来の第 3千年紀に入りまし
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た。使徒言行録は28章で未完です。すでに2千

年にわたって書き連ねられてきたその続きを、

わたしたちもその存在のすべてを挙げて書き続

けていきましょう。終末の完成の日まで。

(話し合いのために〉

①近・現代史の中でキリスト教の宣教の形はどのように変化したかを考

えてみましょう。

②私たちは異なる宗教や価値観を持った隣人とキリスト者としてどのよ

うに対話し、関わることができるでしょうか。
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第 5章 日本のキリスト教史 (16世紀からの456年間)
])キ リスト教の日本
との出会い

フランシスコ・ザビエル

(1506-1552)

2)ザビエルたちの布
教活動

シルクロードを通ってキリスト教が中国に伝

えられたのは、最初がいったいいつだったかな

ど分かりません (「大秦景教流行中国碑」西安、

7世紀唐時代。景教はネストリウス派キリスト

教のこと)。 公式の宣教師の到来以前にも、信

仰を持った商人たちが遠 くペルシャなどからや

ってきて中国で教会堂を建てていましたから、

もしかしたら日本からの留学生 (空海など)と

もなんらかの接点があったかも知れません。し

かし、はるばる海を越えて宣教師が日本にやっ

てきてキリス ト教を宣べ伝えるのは16世紀半ば

まで待たなければなりませんでした。時あたか

も戦国時代の真っ最中、信長による天下統一の

直前でした。ヨーロッパ人はマルコ・ ポーロの

『東方見聞録』 (1295)で東方に関心を向け始め

ていました。

宗教改革に刺激を受け、カトリック教会の内

部で生まれたイエズス会などが世界宣教へと乗

り出します。創立者ロヨラの同志フランシス

コ・ザビエルは南インドで布教活動をします。

鹿児島出身のヤジロウ (弥次郎)と マラッカで

出会い、日本伝道を志します。彼はインドのゴ

アに送られ、そこの学院で信仰を学び、洗礼を

受けます。日本人最初のキリスト者です。

ザビエルはヤジロウの案内で、 トルレスとフ
ェルナンデスという二人の会士を伴い、1549年

8月 15日鹿児島に上陸します。日本伝道開始の

日です。ルターの宗教改革開始以来わずか32年

後のことです。

ザビエルの日本滞在はわずか 2年 3ヶ 月と短

ε

ザビエル布数の旅
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日本古来の天神地祗、八

百 万 の 神々を表 わ す

「神」とい う語 を使 わ

ず、創造神に似ているも

のとして仏教の大日如来

か らとって聖書の神 に

「ダイニチ」を当ててみ

たが正しく伝わらなかっ

た。すぐにラテン語をそ

のまま用いて「デウス」

と呼ぶようになった。

4人の少年をローマに派

遣した。

かったのですが、日本伝道の基礎を築きまし

た。鹿児島から平戸、博多、山口を経て京都、

さらに山口、大分を訪れ、それまでの日本宗

教・思想界にまったくなかった世界の造り主で

ある全能の神を説きました。仏教の概念を媒介

にしてキリスト教を伝えようとして大きな苦労

もしました。この間500余の改宗者を得ました。

秀吉による「伴天連追放令」 (1587)ま での

最初の40年足らずの時期に伝道は大いに進展

し、2000万の人口中信者は35万ほどになったと

推定されています (2%近 い !)。 日本人が葬
儀を重んじるのを特に配慮したり、信者の組を

作って信心業に励むと同時に救貧事業にもあた

りました (「慈悲の所作」マタイ25章の兄弟愛

の実践)。 宣教師たちの働 きもめざましく、 ト

ルレスは在日21年、 3万人に授洗、教会創設50

と伝えられ、外科医でもあったアルメイダは伝

道しつつ大分に育児院や総合病院を建て西洋医

学を普及させました。フロイスは死ぬまでの35

年間近畿や九州を奔走、信長や秀吉ともよい関

係でした。ヴァリニャーノは日本的なものを取

り入れることに積極的でした。「天正遣欧使

節」を実現したのも彼でした。彼らの教育、学

問、文化の領域での貢献も見逃せません。

けれども1597年長崎での「26聖人の殉教」

(6名はフランシスコ会宣教師、日本人20名の

内イエズス会± 3名、信徒17名。少年も含む)

以降、キリシタン禁教と迫害 (京都、長崎、江

戸でも大殉教 )、 宣教師追放、島原の乱と鎖国

政策、踏絵をはじめとする徹底した弾圧政策

で、キリスト教は根絶やしにされたかに見えま

した。この時代を描いた遠藤周作の小説『沈

黙』はあまりにも有名です。しかし、一部はひ26聖人殉教記念碑 (長崎 )
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3)福音宣教の再開

―
プロテスタント

も参入

そかに「隠れキリシタン」として信仰を保って

生き延びていたことが200年後に分かります。

19世紀に入 り欧米諸国は東アジアヘの接近を

試み、江戸時代末期、黒船の来航により日本は

強引に世界 との交際に引き入れられていきま

す。日米修好通商条約 (1858年 )で日本在留米
国人の信仰行為の自由・礼拝所建立とその保護

が認められ、ここにキリス ト教伝道の手掛かり

を得、アメリカから聖公会のウィリアムス、改

革派のフルベッキ、ブラウン、長老派のヘボン

などが宣教師として公然と日本に上陸したので

す (1859年 )。 横浜の居留地内に日本人青年た

ちが通い、明治 6年のキリス ト教解禁以前の

1872年 (明治 5)7名 が洗礼を受け横浜公会
(今日の日本基督教会横浜海岸教会)が誕生し
ます。その後植村正久など明治期のキリスト教

の指導者となる人々を輩出、横浜バンドと呼ば

れています。

長崎に赴いたカトリック司祭プチジャンのも

とに浦上の信徒たちが200年の潜伏を経て名乗

り出たので世界は驚愕しました (1865年 )。 幕

府は彼らを諸藩に預けて厳しく改宗を迫り、中

でも島根県津和野での多 くの殉教者を出しなが

ら信仰を貫いた乙女峠の出来事は、450年 を越

す日本キリス ト教史の中で忘れてはならない信

徒たちの命懸けの証しです。

諸外国の圧力の下に明治政府は1873年 (明治

6)切支丹禁制高札の撤去をします。熊本洋学
校では退役将校ジェーンズの薫陶を受けて生徒

らが「奉教趣意書」を宣言 (熊 本バ ン ド、

1876)、 海老名弾正他多数は新島襄の同志社で

学び、新しい国家建設を志します。札幌農学校
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4)近代化とナショナ
リズムの中で

明治政府の企画による神

道、仏教、キリスト教の

協議会。世相の悪化を防

ぎ国民精神の作興のため

に宗教的感化の必要を感

じた政 府 が1912(明 治

45)年に開催した。この

会はキリス ト教が初めて

正式に神道、仏教と対等

視されたという点で有意

義だった とされてい ま

す。

ではクラーク博士の魂に触れた内村鑑三、新渡

戸稲造たちは「イエスを信ずる者の契約」に署

名 (札幌バンド、1877)。 このように宣教再開

の初期には教会派遣の牧師・宣教師たちの貢献

と、教育などの専門職に招かれた信徒の影響

と、二つの流れがあったのです。

明治以来のキリスト教は、当初の欧化政策で

歓迎されているようでもホンネは「和魂洋才」、

やがて帝国憲法 (1889年、明治22)、 教育勅語

換発 (1890)、 教育 と宗教の衝突事件 (1891)

というナショナリズムのあおりを受けます。三

教会同 (1912)、 大正デモクラシーと国際協調

主義という好意的な時期を経ますが、再び十五

年戦争の渦に巻き込まれ、太平洋戦争のもとで

は敵性宗教と見られるという具合に、ほぼ20年

周期で環境は変化しました。

その中で都市部の中産階級を中心に全国に伝

道の働きを展開し、教会を形成してきました。

女子教育では開拓的役割を果たし、ミッション

スクールを全国に建て教育に力を入れました。

信者数の小ささ (1%の壁をなかなか越えられ
ない)に もかかわらず文化の諸領域ではキリス
ト教的なものの影響は少なくなかったと言える

でしょう。福祉 。人権の分野での先進的な貢献

もあり、田中正造の反公害運動や内村の非戦論

などもありましたが、大勢に抗しきれず、あの

戦争の悲劇と悪を押しとどめる力にはなりえま

せんでした。

1941(昭和16)年には宗教団体法によってプ
ロテスタント諸派は新たに日本基督教団のもと

に合同を余儀なくされ、国策遂行に協力してい

くことになりました。

谷中村鉱毒事件
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5)戦後の展開と課題  敗戦 と共にアメリカ主導の民主化は日本 に
「キリス ト教ブーム」を起こしましたし、中華

人民共和国の成立にあたって多くの宣教師が日

本へ移 りましたが、「ブーム」は長続きしませ

んでした。1967年 には日本基督教団の鈴木正久

総会議長が「第二次世界大戦下における日本基

督教団の戦争責任の告白」を発表し、時代 と社

会に対するキリスト教会の責任を自覚しようと

しました。これはそれに続く長期間にわたる教

界内での、もっぱら教会の社会的責任と参与 と

を強調する「社会派」とひたすら魂の救済を訴

え伝道に専念しようとする「福音派」の対立を

加速させ ました。平和運動や天皇制 との関わ

り、いのちの尊厳の擁護、アジアとの連帯やグ

ローバ ル な奉仕、国内での「小 さ くされた

人々」、さまざまな意味での少数派の人々と共

に生きることが絶えず志向されてきました。伝

道でも奉仕でも教会自身が依然として人口の 1

%に過ぎないからこそ、エキュメニカルな協力

が必要です。

キリス ト教会は、聖書が証しするイエス・ キ

リストの福音を21世紀の日本という脈絡の中

で、この時代を生きる人々にとってもっとも意

味のあるものとして語ることができるように努

め、ひとりでも多くの人に生きる喜びを分かち

合い、また神さまがなさっておられるミッショ

ンに参与 していくことが期待されています。

(話し合いのために)

①ザビエルの時代から現代まで、日本におけるキリスト教宣教方法の特

徴について話し合ってみましょう。

②戦前・戦後を通して、日本における教会の宣教には多くの困難があり

ます。宣教を妨げるものは何でしょうか。また、私達に求められてい

る働きはどんなものでしょうか。
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第 6章 J〓LCの 113年の歴史
1)アメリカからの宣
教師

ルーテル教会の日本宣教は、アメリカの南部

一致ルーテル教会が派遣した二人、J.A.B.シ ェ

ーラーとR.B.ピ ー リーが1892(明 治25)年 の
2月 と11月 に来日したことに端を発します。幕

末にやってきた教派と比べると30年あまり遅れ

るなか、南北戦争の痛手から立ち直ったアメリ

カのルーテル教会も世界宣教に乗 り出します。

呼び掛けに応えたのは、一人は正規の神学教育

は受けておらず、もう一人は神学校を卒業した

ばかりの青年でした。海外伝道局の方針は、ま

だ伝道が行われていない土地を伝道地に選ぶこ

とと、働きは伝道一本でということでした。佐

賀中学校の英語教師の職を得て、翌1893年春二

人は日本語教師だった山内量平と幹枝夫妻を伝

道師として伴って九州の佐賀に行き、 4月 2日

のイースター礼拝をもって日本での福音宣教を

始めます。しかし反発は強く嫌がらせを受けま

す。 3月 26日 にピーリーによって最初の洗礼が

志水徳松に授けられたことが記録されていま

す。

第二陣の宣教師は、のちに九州学院を建てた

C.L.ブラウン、神戸に骨を埋めるまで終生日本

伝道に従事した J.M.T.ウ ィンテル、それに C.

K.リ ッパードです。さらにスタイワル ト、ミ

ラーが加わります。佐賀では牧師となった山内

量平、熊本 (1905)に 山内直丸 (1899年に二人

は邦人として最初の按手)、 久留米では最初期

の受洗者の一人で牧師となった米村常吉が宣教

師 と協力して伝道 します。博多伝道の開始は

1905年です。

太平洋戦争で中断されるまでの最初の50年間

シェー ラー

ピー リー

山内夫妻

ブラウン
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2)フィンランドから
の宣教師

「日本へ、さあ、日本へ」

訳詞したのはフィンラン

ドにはじめて留学した渡

辺忠雄牧師の息子・渡辺

忠恕。

ヴエルローズー家 (中央 )

と、クルヴィネン(右端 )

にアメリカのルーテル教会は教職24人、婦人宣

教師18人 (牧師宣教師夫人を含まず)を送 り出
し、彼らの働きを支えると同時に、日本の教会

を全面的に応援してくれたのです。宣教開始以

来最初の四半世紀に、九州から出発し、全国に

14教会を生み出します (それにフィンランド系

の 6つがあります)。

ユーラシア大陸の西北の果て、フィンランド

は19世紀末には政治的にはロシアの属国でした

が、束の果て、日本に福音的信仰を伝えたいと

の運動が高まりました。小学校長で信徒伝道者

のA.ピ トカネンの「日本へ、さあ、日本へ

(ヤパニーン、オイ、ヤパニーン)」 という讃美

歌 (『宣教百年記念讃美歌集』21番)に その思
いがよく表わされています。フィンランドルー

テル福音協会 (SLEY、 英語標記では LEAF)
が1900(明治33)年、日本へ先ず派遣したのは

ヴェルローズ牧師一家 と、まだ17歳 だった E.

クルヴィネン嬢でした。本人の病気と小さな息

子の死で牧師は帰国しますが、残った彼女は最

初佐賀での伝道に協力したあと、送られてきた

もう一人の婦人信徒宣教師ウーシタロと一緒に

上京、さらに信州に伝道を展開します (下諏訪

1905)。 ミンキネン、溝口弾一が加わ ります。

千駄ヶ谷 (の ちの東京池袋教会)が始まったの
は1907(明治40)年、札幌教会がで きるのは

1916(大正 5)年です。
機関紙「救いの証」を発刊、飯田に神学塾を

開設 (1913)、 幼児教育にも力を入れるなど独

自の宣教活動を展開してきましたが、宗教団体

法に迫られ1940(昭和15)年に福音ルーテル教

会 (フ ィンランド系)と 日本福音ルーテル教会
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3)戦前の展開と教団
合同

★

現在の九州ルーテル学

院。大学と幼中高各校。

は合同します。

佐賀で始まったルーテルの宣教活動の第 2・

四半世紀 (1918-1943)に は教会形成と教育・

福祉の分野での働 きが大きく繰 り広げられま

す。すでにキリス ト教幼稚園として全国で10番

目、九州で 2番 目の佐賀幼稚園が開設され

(1902、 明治35)、 熊本には熊本高等予備校のあ

と1911(明治44)年に九州学院、1920年 に後に

総合的な社会福祉施設に成長する慈愛園が始め

られます。関東大震災をきっかけに老人ホーム

(東京老人ホーム)と母子寮 (ベタニアホーム)
も始められます (1923、 大正12)。 女子教育の

ための九州女学院の開校は1926(大正15)年。

優れたヴィジョンをもつ教職・信徒の宣教師と

邦人の教職・信徒のパートナーが力をあわせて

実現していきました。

伝道一本でという当初の方針は修正され、日

本の実情に応じた教育や福祉の奉仕のわざが伝

道とともになされるようになり、今日の表現を

使えば「包括的な福音宣教」を展開していった

といえます。

アメリカでは女性たちが世界宣教を特に熱心

に担い、教会としての支援と同時に、宣教師夫

人や婦人宣教師の働きを祈りと共に経済的に支

えたことは特筆すべきです。1911年に太平洋の

彼方の熊本に九州学院 (神学部を含め)を建て

るために総額 5万 4千 ドルの献金を集めました
が、それはサウスカロライナ州コロンビアの南

部ルーテル神学校の建築費用に匹敵します。世

界宣教がそれほど大きな位置を占めていたので

す。

一度佐賀でも始められたのですが、本格的に
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最初の神学生たち

今日まで続いている日本

福音ルーテル教会婦人会

連盟のこと。

日本人の牧師養成を組織立って始めたのは、

1909(明治42)年のこと。熊本の宣教師館の一

隅で路帖 (ルーテル)神学校が開設され、 2年
後に九州学院神学部となり、1925(大正14)年

に東京に移転、日本ルーテル神学専門学校 とな

ります。1942年 までの50年間にフィンランド系

を含め66人の邦人牧師が誕生しています。

百年史の年表は、伝道開始15年目の1908(明

治41)年に「青年運動の高まり (久留米、大牟

田など)、 青年連盟発足 (大牟田)」、1925(大

正14)年に「第 1回信徒大会 (11月 、京都 と久

留米で)」、1928(昭和 3)年には「婦人大会 と

婦人会連盟組織」、1931(昭和 6)年 には「第
1回青年大会、青年連盟の組織」を記していま

す。その背景のひとつは「聖書夏季学校」 (第

1回は1926年)です。九州には今日に続 く壮年

連盟があります。教会が生き生きしている時に

は信徒運動が活発です。最初に自給したのは久

留米教会です (1929)。

伝道の早い段階から『小教理問答』 (1895)、

『アウグスブルク信仰告白書』 (1899)を翻訳刊

行するなどルーテル教会の信仰と神学の根幹を

一貫して重視してきたことも特徴です。

日本が明治以来アジアに進出し、満州事変

1931(昭和 6)年からの十五年戦争に入って行
く中で、キリスト教会は有効な批判・抵抗をす

ることはできず、ルーテル教会もまた逆に軍国

主義に絡めとられていきました。プロテスタン

ト諸派は合同して日本基督教団となり、国策遂

行に加担 してしまうことになりました。神のみ

を神とする信仰を全うし平和を造り出す者 とし

ての務めを果たすことができなかったことを真

剣に悔い改めたうえで、預言者的信仰に生き、
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4)戦後の再出発

アメリカにあったノルウ

ェー系ルーテル教会

アメリカにあったスウェ

ーデン系ルーテル教会。

アメリカにあったフィン

ランド系ルーテル教会。

ヘンシェルは主に東京で

障害児 との関わ りで働

き、ストロームは大阪・

釜ケ崎で喜望の家を始め

た。マルムグレンは、る

うてるホームで貢献。

また和解を求める道を進むことを「宣教百年信

仰宣言」で誓いました。

教団合同の時点では46あった教会も、戦争で

激減 しました。しかし、1946年 には再建に着

手。 ミラー (九州学院)、 エカー ド (九州女学

院 )、 スタイワル ト (東京)各宣教師はアメリ
カから日本へ戻ってきました。結局1947年に教

団離脱、1950年に日本ルーテル神学校も再開。

福音ルーテル教会 (SLEY系 )も 再建、ELC
(東京 。東海地方→東海福音ルーテル教会)、 オ

ーガスタナ・シノッド (山陽地方)、 スオミ・

シノッド (東京・ 甲府)も 加わり、1963年にル

ーテル諸派は合同じ今日の日本福音ルーテル教

会が組織されました。ミズーリシノッドによる

日本ルーテル教団、ノルウェーを背景とする近

畿福音、西日本福音ルーテル教会 とは協力関係

にありますが、いっそうの連携が期待されるで

しょう。60年代後半からのディアコニア運動に

はドイツ、デンマークからの貢献が大きかった

のです。

「教会学校教案」「福音新聞」の発行、民放の

草分け「ルーテルアワー」のラジオ伝道開始

(1951)、 東海聖書学院と4つの学生センターの

開設はじめ精力的な伝道活動が展開されてい

き、第 3・ 四半世紀は短時日に大躍進を遂げま

した。幾多の好条件も重なり、終戦直後教会数

は30だったのが1968年には142(1971年 に143)、

日本人教職 は26人 が124人 (1990年 に140人 )

に、宣教師 も90人 (66年 に96人 )、 信徒総数

16,097人、現住陪餐会員6,592人、年間受洗者

619人 (54年 に710人 )。 21世紀初頭の現在 と比

べて、専従伝道者の数 (ま たそれを支える力)
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5)「アスマラ発言」

と自立への歩み

第一次総合自立計画 は

1972年、「神 の民」育成

計画は1976年、第二次総

合計画は1980年、第二次

は1988年、第四次が1998

年に採択・実施された。

2002年 に21世紀宣教方策

(パ ワーミッション21、

愛称 :PM21)が 10年 計
画として採択され動き出

した。

6)宣教百年、そして
PM21

がはるかに多かったわけですが、視点を変える

と、数字からはかつては10人のアクティブな信

徒が 1人の受洗者を生み出していたのが、今日

は40人で 1人 くらいになったとも読めます。

日本伝道に関する海外教会 との会議 (1969

年、当時のエチオピアのアスマラで開催)で時
の総会議長が決意を述べ、それをきっかけに日

本福音ルーテル教会は総力を挙げて経済の自給

(経常費)と 宣教の自立に取 り組みました。自

力では維持できない学生センターを閉鎖したり

教案誌を廃止したりしてスリム化を図り、一方

では献財を訴え、また収益事業を起 こしまし

た。1972年以降 4次にわたって総合自立・宣教

計画を立てて、内部固めと外への働きを有機的

に行お う としました。「神 の民」育成計 画

(1976)、 「教会讃美歌」の編纂 (1976)、 「一致

信条書」の刊行 (1982)、 式文の改訂 (1983)、

小児陪餐の導入 (1986)、 アウグスブルク信仰

告自450年 (1980)や ルター生誕500年 (1983)

記念の学習運動を通してルーテル教会としての

アイデンティティーを強め、同時に補助教会へ

の教区内支援体制、北海道伝道の推進、名東・

藤が丘・三鷹教会など新しい形での伝道、教区

の主体性 と二、三種教会の強化など積極的な展

開が試みられました。教師会も新組織で再出発

しました。
だいしょうさい

大 嘗祭や部落差別など教会の社会的な意識

が問われる中で、第 4の収益事業として提案さ

れた広島プロジェクトについては臨時総会まで

開かれました (1993)。

ルーテル教会の宣教百年記念事業は、1993年
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8月 に熊本で3000人規模で開かれた記念大会を

頂点とする4年間の運動とそこから生まれたも
のの総体です。礼拝を通して、ルター派の伝統

とルーテル教会のルーツを確認し、信仰の先達

に感謝し、138の教会が一つであることを実感

しました。伝道・教育・福祉またそれに連なる

諸々の働きが一つの宣教共同体であること、国

内外の教会と連帯し、とくにアジアの人々に奉

仕 していくこと、時代 と社会の課題 と挑戦に

個々の教会や運動体を通して取 り組んでいくこ

と、なにより次世代へと信仰を継承していくこ

とを誓い、福音宣教は教職だけの仕事ではなく

すべての信徒に託されている喜ばしい務めであ

ることを再認識しました。教会はそのすべてが

福音宣教のために存在していることを改めて学

びました。感謝と歴史認識・悔い改め、希望と

決意を表明した「宣教百年信仰宣言」は大会で

発表され、翌年の総会で公式に採択されまし

た。

宣教百年記念会堂は1996年に東京教会礼拝堂

の再建と一つになって行なわれ、全体教会のた

めによく利用されています。婦人会連盟の事務

局がはいったことも象徴的です。

大会から9年後、2002年の総会は「パワーミ

ッション21(PM21)」 と呼ばれる21世紀の教

会のあり方と働きを求める、10ヵ 年の宣教方策

を採択しました。次世代への伝道と信仰継承、

証しし奉仕する信徒の育成、教職の研鑽、伝

道・教育・福祉などの宣教共同体、世界宣教、

宣教のための教会全体の構造改革と財政改革の

7プロジェクトです。百年大会が志向したもの

の継承・発展という部分と、これまでの一教会

一牧師を前提にした各個教会の存続が厳しい状
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組織のサバイバル (生き

残 り)か ら信仰と宣教の
リバイバル (再生)へ。

況下で、むしろ限られた資源をよりよく宣教の

ために生かすための再編成 (新教会・教会共同

体へ)と いう部分から成っています。文字通り

21世紀の教会のあり方を志向しています。

戦前50年間の基礎作 り、戦後最初の四半世紀

での急成長、その後の四半世紀の自立達成のた

めの努力を踏まえて、今日本福音ルーテル教会

は、課せられた福音宣教の務めを引き続き果た

していくことができるために、宣教の最前線で

ある各個教会と、ひとつの教会としての全体教

会、その間で宣教活動の推進役を担 う教区がも

っともよい仕組みを見つけようとしています。

さらに、ルター派の信仰 と神学の伝統に立ちつ

つ、新しい教会論、宣教論を展開し、 2万 4千

人余の信徒が生き生きとした信仰生活を送る教

会へと再生していくその歩みを教会総体で進ん

でいくその真っ只中にわたしたちはいるので

す。

〈話し合いのために)

①あなたの教会のルーツはどのようなものですか。調べてみましょう。

②教会の歴史を貫いている神様の救済の働きに、私たちはどのように関

わることができるでしょうか。

[ 47 ]



鈴木浩

1945年生、日本ルーテル神学大学・神学校卒。ルーサー神学校 (米国・ミネソタ

州)1専主課程修了、神学博■。日本福音ルーテル大岡Ш、諏訪、名古屋教会牧師を

歴任。現在ルーテル学院大学・神学校教授、キリスト教学科長、ルター研究所所

長。Fガリラヤヘ行け』(2005)。

江藤直純
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